
オ リヴ ィエ ・メ シ ア ン の 音 楽 語 法

構造分折と作曲学的考察

稲 垣 静 一

概 説

近代 フランス音楽史上,0・Messiaenは い かに近代 フランス音楽 に関与 し,か つ現 代音楽

にいかな る重要 な位置を しめてい るので あろうか。

第1次 世界大戦後,印 象主 義音楽に対 して否定 的な立場を とった 「フランス六人 組」(D・

Milhaud,A・Honegger,G・Auric,L・Durey,F・Poulenc,G・Tailleterre)は 印象主

義 的特徴 を拒絶 ・背反 して,明 快 さや,簡 明 さを求 め,旋 律 や対位法 の復権 を 目指 した。 この

「フランス六人組」 は戦 後の フランス作曲界 の主導権iを握 った。 しか し,彼 等 は共通 した芸術

的潮 流を もたず,作 品の傾 向 も ドイ ツの古 典的合 理主義 的傾 向が強 く単純 明快 な構 造 を 志 向

し,そ の精神的基盤は ドイ ツ ・ロマ ン派音楽の継 承であ った。

両 大戦間,「 フランス六人組」 を中心 とす る近代 フランス音楽 を保護 して きたア ンティ・パ ト

ス的態度 は大 き く修正 され る結果 とな った。

その大 きな要因 は,C・Debussyの 音 楽的特性で ある時間性の新 たな認識や,音 楽的 色 彩

の音思考 の新 しい次元での美的価値の再認識 と,1936年 に結成 された 《JeueFrance》(0・

Messiaen,A・Jolivet,Y・Baudrier〒 な ど)の 極 めて匐 造的 な作 曲活動 によるもの と考 え られ

る。

《JeuneFrance》 結 成の 目的 は,因 襲的 な音楽 に対 し,音 楽の中 に抒情 性 と人 間性の 復 権

に あったが各人 の作風は多様 で あった。

A・JolivetはE・Ver駸eの 影響 を受 け,魔 術 的な天性 と根元 的な生命力 を作品 に与 えた。

特 に リズ ムにお いて無 理数 価 と有理数 価 との対比 による効果 的な構成 をな し,リ ズ ムの問題 を

押 しi進め たが,そ の処理は専 ら経験 的な域 に とどまり,0・Wessiaenに よ って,初 めて古典

的な拍節の観念 は打破 され ることにな るのである。

0・Messiaenの 作 品の多 くは宗教的題材 によ って いる。 そのカ トリック的神秘的傾 向 は 濃

く,そ の宗教性や神秘性が創 作の根 源であ ることは否定 で きないが,0・Messiaenの 豊 富 な

知 識 と卓越 した構成力 が現代 的な語法 の探求 に向け られ,そ の純音楽的成果 は極 めて高 い と

云 わねばな らな い。

特 に注 目され る点は 「Modeduvaleursetd'intensit駸」(1949),「Neumesrythmiques」
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(1949年)rlledefeu」(1950年)等 の 作 品 に 見 られ る 極 め て 重 要 な 数 々 の 手 法 が あ る 。

特 に 《Gammechrornatiquede通 訂leur》 の 処 理 は 第2次 大 戦 後 の 主 要 な 前 衛 的 ス タ イ ル で

あ る 《MusiqueSerielle》 の 出 発 点 を な し,K.Stockhausen,P・Boulezに 大 き な 影 響 を 与

え た の で あ る 。

以 下0・Messiaenの 主 要 な 技 法 を 要 約 す る 。(1)ModesATranspositionLimit馥s(2)Ry-

thmesnonRetrogradables(3)ValeurAjout馥(4)P馘aleRythmique(5)Sons-Dur馥s(6)

S駻ieD'intensit�(7)SerieD'穰tague(8)ValeursIrrationnelles(9)PersonnagesRythmi-

quesl>

本 稿 は0・Messiaenの 独 創 的 な 音 楽 語 法 の 分 析 研 究 を 行 な い,特 に リズ ム 領 域 に お け る 革

新 的 な 創 意 が い か に 《1VlusiqueSerielle》 へ と 発 展 し た か,ま た そ の 発 展 過 程 を 種 々 な 音 楽

語 法 の 分 析 を 通 して 論 考 す る。

内 容 目 次

1.和 声 法

(イ)和声構造

(ロ)移調 の限 られ た旋法

2.リ ズ ム法

3.音 価 の半音階法

4.ミ ュージ ック ・セ リエール

1.和 声 法

(イ)和 声構造

印象 主義の和 声 とf4.・Sch�bergの12音 技 法 は古典的 な和声秩序を解体 した。A・Sch6n-

・一 は音 の順 列法則 に よって機能和声 にかわ る音 と音 との関係 に新 たな法則 を築 いた。C・

Debussyは 音 の水¥/的 関係(1継 時 的関係)の 秩序で はな く,音 の同時 的配合 に よっ て 極 め

て感覚 的な色彩 を追求 した。 そ こには不協和音 の準備 と解決 とい った古典的機能性 は存在 しな

い。解 決のな いappogiatureや 到 着点 の ない経過音 など様 々な合成 和音を形成 し,音 楽 的 色

彩 をそ なえた固有和音 と して認識 され るので ある。

0・Messiaenに 最 も大 きな影響を与え たのはC・Debussyの 「添加音 を有 する和音」で あ

る。C・Debussyの 「添加音 を有 する和音」 の主 な用 例を示 す と,(1)完 全 な和音 におけ る6

度 の添加音(2)属7の 和音 にお ける6度 の添加音(3)9の 和 音 におけ る6度 の添 加音(4)完 全

和音 における増4度 の添加音 などで ある。

これ らの添加音 を有す る和音 はそれ 自体 独立 した周 有和音 と して処理 されて いる。(Ex.1)
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E)ζAMPLE1

0・Messiaenの そ の用例 はEX・2に 示す よ うに9の 和音 の添加6度 で あ り,1つ の和音

(EX・2)と して構成 されている。C・Debussyの 継 時的和 音進行 としてではな く,1つ の

旋法 として処理 されている。

EXAMPIE2

oh鴻t

SopcaYCo

p,a　o

EXAMPLE3

L'Epouse(EX.4)に お い て も,2つ のA・Bの 和 音 の 総 和 は 《ModesATransposition

Limit馥sII》 で あ る 。(9)

P�mespourMi

L'Epouse

EXAMPLE4
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Pia脈o

Aの 和 音 は増4度 の添加音を もった完全 和音で あり,Bの 和音は7の 和音に添加6度 を も っ

た和音 であ る。 これ らの添加音 を有す る和音 が1つ の旋法 と して整理 され,個 々の不協和性 を

統一 体 としての旋法 に再編成 しているのであ る。

0・Messiaenの 和 声法がC・Debussyの 全 音音階 やA・Skriabinの 神 秘和音 との類似性

は否定 で きない。 その類似性 の根底 には,三 者 とも自然倍音現象 に基 づ く音響構成 がなされて

い る点 にあると考え る。

.C・Debussyの 「Nocturnes」 に 関す るJeanMarnoldの 論 文(Courriermusica1誌 ジで,

全 音 音階 の和音 が倍音の順列 によ って自然 に形成 された とするその論 旨は妥 当性 があると考

昇 る。C・Debussyに しば しば見 られる和音(EX・5"b)はEX・5"aに 示 す倍音音列の1・

2,3,4,5,の 諸 音 によ って構成 され ているのである。
ゼ

EXAMPLE5

}

写

0・Messiaenの 偏 愛 した増4度 の添加音 を もった完全和音 も,こ の倍音列が示す1,2,

3,5の 諸 音で構成 されて いる。

A・Skriabinの 新 しい音階及び,そ れ に基づ く和声の実験 も0・Messiaenの 旋 法 と深 い関

連が あ り興味 あ る問題で ある。

Prometheeの 和 音 と して知 られてい るEX・ ・.の 和音は 自然倍 音の音階(EX・6㌔)で あ

り,そ の倍音音列 か ら音階 や和音が展開 され た ことは明瞭で ある。 このPrometheeの 和 音 と

0・Messiaen(EX.6"c,d)の 和 音 と極 めて同質的 な共通点 を見 出すので ある。
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EXAMPLE6

0・Messiaenは3度 累積和音を解放 し,増4度 と完全4度 の累積 によって和音構造 を 展 開

する。(EX.7"a)と れ はModesATranspositionLimit馥sVの す べての音を包含 し て い

る。(EX.7"b)こ の 完全4度 と増4度 との交互の累積 は12音 を生み,初 期無調時代 に おける

重 要 な基盤で あった。A・Sch�bergは との無調的傾向を12音 技法 によ って組織 し,厳 格に

順 列を守 り,和 音や旋律形成 に適応 したので ある。 これ に対 して,0・Messiaenは あ くまで

旋法 として処理 したので あ る。

EXAMPLE7

(ロ)移 調の限 られた旋法

0・Messiaen自 身,「 《不 可能性 の魅力》は私の求め る彩光を放つ音楽で あ り,聴 覚 に対 して

繊細 な快感 を与 え るもので ある」(3)と して,官 能 的であ ると同時 に冥想的 な この魅力 は限 ら

れた数の移調 しかで きない旋法(再 び同音 に帰着 す るが故 に),逆 行で きない リズ ム(同 じ順

序 の音符価値 とな るが故 に)に よって作 品の中に具現 され る。

A・Sch�bergら に よ って12音 技法がTranspositionの 発 展 的処 理を したのに対 して・0・

Messiaenの 固 定化 した旋法 の限 られた音 の取 り扱 いは極 めて特徴的で ある。添加音 を もつ 多

彩 な和音を旋法 と して再組織 し,か つ移調 の限 られた旋法 として固定化 したので ある。

ModesATranspositionLimit馥s(以 下M・T・Lと 略記)1はC・Debussyの 愛 用 し

た全 音音階(EX・5〃b)で あ り,2回 の移調 が可能 であ る。M・T・Lnは 減7の 和音 と 同

様3回 の移調 に限定 され る。 この旋法は半音階の12の 音を含む3種 の減7の 和音 によって構成

され ている。(EX.8)

EXAMPLE8

T・ α孔・卜・5、†、。托 し ㌔ 紳 ・s言+i。浪 ・ T肱 ・5函 弋覧。漉
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Transposition1はEX.8のaとb,Transposition2はbとc,Transposition3はcと

aと の 結 合 に よ っ て い る 。 従 っ て こ の 旋 法 は 減7の 和 音 や 増4度 添 加 音 か ら導 か れ た 旋 法 で

あ り,従 来 の 和 音 構 造 と の 密 接 な 関 係 を 保 っ て い る 。

Preludes(1929年)のClochesd穗goisseetlarmesd稘ien ,Lessonsimpalpablesdur騅e,

QuatuorpourlafinduTemps(1941年)のFouillisd穩esenciel,pour1'Angequian-

nononcelafinduTempsに こ の 旋 法 が 用 い ら れ て い る 。 ⑩

M・T・L皿(EX.9)は4種 の 増5度 の 和 音 に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。

EXAMPLE9

Transposition1はaとbとd,Transposition2は はcとdとa ,Transposition3

はbとaとc,Transposition4はdとcとbと に よ る。Themeetvariationsに こ の 旋

法 の 用 例 が あ る 。

M・T・LIV,V,W,靱 は そ れ ぞ れ 増4度 音 程 と 同 様 に6回 の 移 調 の 可 能 性 を 有 し ,増4

度 音 程 の 種 々 な 結 合 に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。(EX.10)

EXAMPLE10

M・T・LIVは(1)(2)(3)(6)の4つ の増4度 音程 により,M・T・LVは(1)(2)(6)の3つ の増4度

音程,M・T・LNは(1)(3)(5)(6),M・T・LVﾟは(1)(2)(3)(4)(6)で あ る。

これ ら7つ のM・T・Lは 非逆行 形の リズ ムと並 んで,0・Messiaenの 重 要 な手法 であ

る・O・Messiaen自 身,「 非移調性 における調的遍在性の効果 と非逆行性 における運動 の 単

一性(初 め と終 りが対称 的なので
,1つ に とけ合 う)の 効果,こ れが,い わゆる《神学的な虹》

を もた らす。 これ こそ私 が築 き上 げ理論 づけ しよ うとする我 が音楽語法 のあろ うと欲 する所 で

ある」 と説 いて いる。(3)

M・T・Lは 多調性 を もたないが,い くつかの調性 に優位 を与 えた り,あ るいは浮遊 する調

的印象 を与 え ることも自由である。 また,旋 法それ 自身 の転調 や,他 の旋法へ の転旋 などかな
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り自由な活用 が可能で ある。

12音 技法 の音列 の厳格 さに比較 して,こ れ らめ旋法 は柔軟で あ り,極 めて個性的 な もので あ

る。12音 技法 が音楽語法 としての普遍性 を もち 得 る ことがある として も,こ の7っ の 斑 ・T・

Lは0・Messiaenの 独 自の創意 によ って生 まれた ものであ って,彼 自身の音楽 的 表 現 そ

の もので あると云え る。

2.リ ズ ム 法

「TechniquedemonLangageMusical」 お い て 述 べ られ て い る0・Messiaenの リズ

ム に 関 す る 基 本 的 な 問 題 は 次 の4つ の 項 目 に 要 約 す る こ と が で き る 。(3)

レLPers・nn・g・sRythmiqu・ ・

2.:Lav瀝eurajout馥

3.D'augmentationouDiminutionDunRythme

ヒ.4・LesRy・hm・ ・n・n・e…9・ad・bl・ ・
『

FersonnagasRythmiquesは イ ン ドの リズ ム 《simhavikr馘ita》 や 《r稟avardhana》 か ら0.

Messiaenが 直 観 的 に 導 き 出 し た も の で あ る 。0.MessiaenはSimhavikr馘ita(Ex.11)の リ

ズ ム 処 理(aは 漸 増,漸 減 し,bは 不 変 で あ る)が,1.Stravinskyの 「ScareduPrintemps」

のDanseacrale(終 曲191小 節 以 下 参 照)に 見 ら れ る と し て 引 用 し,PersonnagesRythmiques

と し て 理 論 づ け られ て い る3)。

EXAMPLE11

simhavik'redita

,,.a ;.… 魯 :..・ ψ・°' }。9♂

このParsonnagesRythmiquesの 原 理 にはPersonnages即 ち登場人物 の性格 的な3つ の 行

為,即 ち,(1)能 動 的 な行為=増 加す る リズ ム,(2)受 動 的な行為=減 少 す る リズ ム,(3)傍 観 的な

る行為=不 変の リズ ムによる新 しい リズ ム的組織で ある。

O.Messiaenは リズ ム ・パ ターンの持つ《持続時 間》の変化,ま たは リズ ムを持つ数の変 化

に注意 が向け られ,従 来 の音楽 にあま り見 られ なか った奇数の計量 も偶数の それ と同等の頻度

で曲 に現 われる。 このことは,拍 子 によるその ものの存在 が極めて稀薄 な状 態 になる。そ こに

は強拍,弱 拍 の規則的 な反復 はな く,Syncopationも な い。記譜す る上で便宣的 に小節線 と拍

子記号 を もって書か れて いるが,事 実上,音 楽 は従来 の概念 と しての拍子感 は失 って お り,各

々の音符 は拍子 に縛 られず自己の固有 の持続 を主張 するので ある2)。
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《Musiqueatonale》 に よ っ て 調 性 が 破 壊 さ れ た と 同 じ く,ParsonnagesRythmiqueに よ っ

て 伝 統 的 な 拍 子 概 念 は 崩 壊 す る 結 果 と な っ た の で あ る 。

0・Messiaenは イ ン ドの リズ ム 《r稟avardhana》 か ら音 価 の 拡 大 と縮 少 の 新 し い 視 野 を 開

き 《LaValearajout馥》 と い う リズ ム 法 を 確 立 す る 。 オ ル ガ ン 曲 「LaNativit6duSeigneur」

(1935年)のLesAnges(EX.12)は そ の 用 例 を 示 す11)。

EXAMPLE12

LaNativit馘uSeigneur

LesAnges

(+印 は添加価値を示す)

添 加価値 は音のは持続 の微少 な量 的変化 か ら旋律 の変化,フ レーズ の落下延長,添 加和音 と

も関連 して クライマ ックスを引 き伸 す場合 な ど,様 々な形 で極 めて効果的 に用 い られて いる。

(quatuorpourlafinduTemps(1941年)のDassedulafureur,pourlesSepttrompe-

ttesで は,こ の添加価値が非逆行 リズ ム《LesRythmiquesnonretrogradables》 の 形で そ

の旋律 が構成 されている。(Ex.13)1°)

EXAMPLE13

QuatuorpourlafinduTemps

PP霊 量1

《D'augmentationouDiminutionD�Rythme》 に ついて0.Messiaenは 一 覧 表を 掲 げ

て いる3)・。拡大 に関す るもの として,(1)4分 の1の 価値 の添加,(2)3分 の1の 価値 の添加,(3)

付 点 の添加(2分 の1の 添加),(4)古 典 的 な拡大(等 価値の添加,(5)2倍 の 価値 の添加,⑥3倍

の価値の添加,く6)3倍 の 価値 の添加,(7)4倍 の 価値 の添加 を挙 げ,縮 少 に関する もの として,

(1)5分 の1の 価値の除去,(2)4分 の1の 価値 の除去,(3)付 点 の除去(3分 の1の 除去).,(4)古

典 的な縮少(2分 の1の 除去),(5)3・ 分 の2の 除去,(6)4分 の3の 除去・(7)5分 の4の 除去 を

挙 げてい る。
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Lavaleurajout馥や 不規則 な拡大,縮 少,逆 行不可能 な リズ ムの使用 は,初 期 の作品 にお

いて 〈2:1:2>の 割 合 の系列 に基 づ き,極 めて整然 とした比 例での拡大,縮 少 が 彳予 な わ

れて いる。VisionsderAmenのAmendelaCr6ationは そ の用 例である。(Ex.14)12)

EXAMPLE14

こ れ ら の リズ ム 法 が リズ ム 対 位 法 と し て,P6daleRythmique,RythmiqueCanon,Rythmi

queOstinateと して 楽 曲 構 成 の 重 要 な 機 能 を:果 す の で あ る 。

β.音 価 の 半 音 階 法

《G・mmech・ ・m・tiqu・ ・duV・lea禔E 》 という籥 はO.Messi竅Enに よ って禰 て使 わ歓

と思 われ る。

初 期 の 作 品 で は ・ 「尹「さ1ud・・」(1929年)/nClo・h・sd'ang・'S・eet1・ ・m・・d'・d'・uQぼ う 頭 の

低 音,あ る い は,rLaNativit鐡uSeigneur」 のLaViergeetl'Enfantの 中 間 誌 の の 低 音

疲 ダ ル1と 部 々 的 に 現 わ れ る が,「Poem鑚β6{rMli」(1939年)「ChantsdeTerreet:decie1」

1・1

.(1938年)「Lescorpsglorieux」(1939年)の 作品 に至 って・ この音価の半 音階法 は・i漸 次 潜

醐 こ
{展 され る・概 して・ この騨 の售品:で1亭・:Ry・hmiqu・ …inate,Rythmiqu颪an・h;

Rythmiquesnonr騁rogradablesぱ 頻 繁 に現 われ 峯が,ほ とん ど有 拍子音楽 で あり,'添 加 価

値 や不規則的 な拡大を伴 な う程 度で あ った。 齒,' ,1.

O.MessiaenはrVingt・eg・ ・dssu・1'Enf・nt-J6・u・ 」(1944年)に 至 ら て,P…nn瀏esRy-

・hmiqu。 、 の 報 に:G。mmech,6m。 ・iqueduV。1。u,を 職 的 跏 え よ う と し た ・3・。

第11番 のPremi駻eCommuniondelaVierge,第18番 のRegardde1'OnctionTerribleの

冒 頭,特 にTurangalila-Symphonie(1946年)に お い て 頻 緊 に 多 彩 な リズ ム 法 が 展 開 さ れ

る 。

Turangalila-Symphonieに 見 ら れ る音 価 の 半 音 階 法 の 顕 著 な 個 所 を 分 析 す る こ と に す る。 ・

第 ・5楽 章JoieduSongdesEtoilesのVifdeplusenpluspassionne,avecjoyeuxで ぽ;

非 逆 行 リズ ム とPersonnagesRythmiquesと 音 価 の 半 音 階 法 と が 結 合 して,巧 み に 音 楽 を 盛

り上 げ て い る。 そ の 音 価 の 配 列 は 次 の 通 りで あ る 。

41:1:48:4:8間1奏5:2:57:3:7間 奏6:3:6・6・:2:6間 奏

③ ⑤ ◎ ② ⑮'◎ ③ ⑤ ◎ 、'
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7:4:75:1:5閊 奏

すL⑤ 一L◎ 一・ この音価のセ リーの@系 列は漸次拡大・⑤系列は漸次縮少の

形 態 を と っ て い る 。

第7楽 章 の 打 楽 器 群 に よ る ガ メ ラ ン 風 の 経 過 部 で は(ス コ ア226頁 参 照),ト ラ イ ア ン グ ル

が15・13・3・4… … の 反 復,ウ ッ ド ブ ロ ッ ク は12.14.1.2.7.8.16… …,ト ル コ風

小 シ ジバ ル は5.6。9.U.10・ ・… ・,マ ラ カ ス は4.3.13.15..… で トデ イ ア ン グ ル の 逆

行 型,シ ナ 風 シ ン バ ル は10.11.9.6.5… … で トル コ 風 小 シ ンバ ル の 逆 行 塑,大 太 鼓 は

16・8・7・2・1・14・12で ウ ッ ド ブ ロ ッ ク の 逆 行 型 に よ り ・ 完 全 な リズ 拳 ・
.セ リー を 形 成

し て い る 。(EX.15)

EXAMPLE15

TurangalilaII

第8楽 章D騅eloppementde1'Amourの 曲 首 の 音 価 セ リー は(5.7.10.7.5)(4

.6.g.6.4)(3.5.8.5.3)(2.4.7.4.省 略)の 配 列 を と り,()

書 き の 区 分 ご と に 非 逆 行 リズ ム を 形 成 し,そ の 進 行 に 従 っ て,16分 音 符1個 ず つ 減 少 し最 後 の

2拍 子 は 切 り 捨 て られ て い る 。

第9楽 章TurangalilaIHは 再 帰 の た び に 拡 大 の 型 を と り,第10楽 章Fina1で は,16分 音 符

で3.2.1.6連 打,4.3.2.1.6連 打,5。4.3.2.1.6連 打 と次 第 に 拡 大

して 長 大 と な り リズ ム ・セ リー を 形 成 し て い る14)。
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Turangalila-Symphonie以 後,12部 の 混 声 合 唱 「CingRechants」(1948年)・Modesde

Valeursetd,lintensit駸」(1949年)「Neumesrythmiques」(1949年)に よ っ て 《musi-

qu・ ・e・i・11・》に 到 尠 勧 で・あ る∴ 『 『'・'・"

4.ミ ユ ジ ッ ク ・ ゼ リ エ ー ル

QuatreEtudesderythme(1949年),MessedelaPentec�e(1950年)Livred・orgue

(195・ 年)・ ,Timb・e・Dur驕E ・.(mu・iquec・nc・驕E ・)(・952年)な ど ・ ・949年 に 入 っ て …

Messiae蝿 籬 的 餮 統 ジ"/ク ゜切 工 一 ル の 技 激 よ る 綿 醗 表 した ・ ・

M°desdeValeu「setd'1'ntens't駸の 序 文 に ゜ °Mess'aen自 身 嗽 の 師 嬬 述 が あ

る4)。..

「この作 品には音 の高 さのmode(36個)と,音 価 のmode(24種 類 の持続)と,Fア タ ック

のm° 母e(12種 類)と 強度のm・d・(7つ ρ 二 ・アンスを含む)と 鞭 樫 れzG'る ・ 作品 は

完全 にmodeに 従 、って構成 され る。

ア タ ック:1

>,・ 一^一 〒 ≧ ≧ 冷Sf>Sf> ●
1234567891011

(こ れ に通 常の指示 のないア タックが加わ るか ら総計12と なる)

強 度:

ρρρ カρ ρmff∬ ・カγ

1234567

強 度,・音の高 さにつ いては次の ようになる。即ち,modeに3つ のDivisionに 分 割 さ れ

る。 それ らは12音 か らな る旋律 のア ンサ ンブルを形成 し,そ れぞれ数 オクターヴの音域 に拡 が

りを もち,ま た相互 に交 叉す る同 じ音名 をもつ音は,い かな る場合 に も,高 さか,音 価か強度

が異 な って いる。. ,一

音 価:

分 割1・ 百×1～ 彡×12(彡i彦1疹'i夢lG彡retc)

分 割 ∬ 夢×1～ 夢×12(倒GiG'lrlr例ete)

分 割 皿 ラ×1～ ρ×12(GIrir'°lPlPGIetc)

全24の 持 続:

123456789101T121314

巨1疹i彦 ゜1ρ 』{G百iG'1「rlrir巨tr夢lr夢lr'[rβ'IPi

15161718192021222324

P彦iPβlPσ'IriPr【'oioρ[Orlo﨟KioIl
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音価 のmode:

1

五

(1の 組 は上声部 に,1【 の組 は中声部に,皿 の組 は下声部 に使用 され る」

このModeduvaleursetd'intensit駸の 序文 によ って 明 らか なように,madeは 音 価 と強

度 だけで はな く,ア タ ック,絶 対 音高 が結合 され各 々の音はそれぞれ個有 の強度,音 高,音

価,そ してアタ ックを保有 し,そ れ は不変で あ り,固 定 されたもので ある。例 えばmodeHの

最 初 のGは 必ずffで あ り,音 価は 彦で,ア タ ックは 〉という固定 したオブジ ェと して出現 し,

そ れ以外 のいかなる属性 を も附与 される ことはない。

この客観 的なオブジ ェ化 された音思考 は,Misiqueconcrさteと 極 めて多 くの類似点 を もっ

て いると云える。1952年 に 作曲 されたmusiqueconcreterTimbres=Dur6es」 は こうした

背景か ら生 まれた もの と考え られ る。

Musiqueserielleの 技 法 で,0・Messiaenの 特 徴 と思われ るもの にInterver吊ion(置 換)

が ある。11edeFeuIIで は,12の 音 価 と音高,4種 類のア タック.5種 類 の強度 とを もった

Total-Serie(EX.16)を もち,10種 のInterversionを 用 いてい る。 この置換は全 く抽象 的

EXAMPLE16

,・
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な 数 の 序 列 で は あ る が,全 体 に 強 い 統 一 感 と一 貫 性 と を 与 え て い る 。

こ のInterversionは さ ら に 《NeumesRythmiques》(曲 名 で あ る か,手 法 名 と し て 使 わ れ

る よ う に な っ た)へ と発 展 的 に 取 り扱 わ れ る 。

「NeumesRythmiques」(1949年)(EX.ユ7)で の 用 働 は,若 干 個 の リ ズ ム とハ ー モ ニ ー と

を 伴 う 音 群(Numes)a,b,c… … は,Interversionに よ っ てa,b,c,a,b,b,d,e-… と か

か,9,h,a,a,b,h',b,e… … の よ う に 置 換 さ れ る。 置 換 が 個 々 の 音 の 配 列 か ら音 群 の 相 互 の

置 換 と して 扱 わ れ て い る の で あ る。

EXAMPLE17

夢'こ ♂/:P

8....._.

0.MessiaenはPersonnagesRythmiquesや,Lavaleurajout馥,あ る い は 不 規 則 的 な 拡

大 ・縮 少 な ど に よ っ て 非 合 理 的 音 価(Lavaluerirrationelle)を 派 生 し,必 然 的 に 無 拍 子 音

等(musiqueamesur馥)へ と導 い て い っ た の で あ る 。

A.Sch6nbergに よ っ て 《mugiqueatonalle》 が12音 技 法 へ と進 展 し た よ う に,0.Messia-

eanは 《Gammechromatiquedevaleur》 に よ っ て 《musiqueamesur馥》 の 中 に 秩 序 と

法 則 を も た ら し,さ ら に,音 高 や 強 度,ア タ ッ ク な ど の 諸 要 素 を そ の 組 織 の 中 に 結 合 さ せ,い

わ ゆ る《musiqueserielle》 の 礎 石 を 築 い た の で あ る 。

(1975.7.15)
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